






７
月
13
日
︑毎
年
恒
例
の﹁
夏
の

や
ま
め
祭
り
﹂
が
町
内
の
体
験
型

観
光
施
設﹁
し
ゃ
く
な
げ
の
森︵
池い

け

邉べ

美よ
し

紀の
り

代
表
︶﹂で
始
ま
り
ま
し
た
︒

同
施
設
が
位
置
す
る
県
立
鰐
塚
自

然
公
園
で
︑
渓
流
の
素
晴
ら
し
さ

を
満
喫
し
︑
子
ど
も
た
ち
の
夏
休

み
の
思
い
出
作
り
な
ど
を
目
的
に

開
催
︒初
日
の
こ
の
日
は
︑
長
田

小
の
児
童
な
ど
約
10
人
が
ヤ
マ
メ

の
つ
か
み
取
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
︒

す
い
す
い
と
泳
ぎ
回
る
ヤ
マ
メ
を
︑

み
ん
な
で
追
い
込
ん
で
さ
っ
と
手

づ
か
み
︒
つ
か
み
取
り
と
釣
り
は

８
月
末
ま
で
体
験
で
き
ま
す
︒他

に
も
夏
休
み
自
由
研
究
に
生
か
せ

る
川
の
自
然
観

察
会
や
川
で
つ

く
る
工
作
教
室
︑

川
泳
ぎ
安
全
教

室
な
ど
も
開
か

れ
ま
す
︒

ちの話題ま
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青
年
海
外
協
力
隊

町
出
身
の
教
師
が
参
加

７
月
７
日
︑
町
内
一
斉
の
環
境

美
化
活
動﹁
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
み

ま
た
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
︒個
人
︑

民
主・福
祉
団
体
︑ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
や
企
業
な
ど
約
８
０
０
人
が
参

加
︒当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
︑三
股

橋
下
河
川
敷
に
集
ま
っ
た
参
加
者

は
︑
沖
水
川
上
流
域
と
下
流
域
に

分
か
れ
て
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し

た
︒ま
た
︑餅
原
駅
︑矢
ケ
渕
公
園

や
上
米
公
園
な
ど
︑
各
地
区
で
も

清
掃
活
動
を
実
施
︒集
め
ら
れ
た

ご
み
は
︑
空
き

缶
や
刈
り
草
の

ほ
か
︑
テ
レ
ビ

２
台
な
ど
の
不

法
投
棄
も
合
わ

せ
て
約
６
㌧
に

も
上
り
︑
参
加

者
は
ご
み
の
量

に
驚
い
て
い
ま

し
た
︒

み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
み
ま
た

参
加
者

安あ
ん

楽ら
く

美み

里さ
と

さ
ん

（
宮
村
小
６
年
）

「
講
師
の
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
を
友

達
に
披
露
し
て
、楽
し
ま
せ
た
い
と
思
い
ま
す
」

７
月
５
日
に
︑
国
際
協
力
機
構

︵
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
︶
の
青
年
海
外
協
力
隊

員
と
し
て
中
央
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ボ

ン
に
派
遣
さ
れ
る
清し

水み
ず

彩あ
や

花か

さ
ん

が
︑町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
︒

清
水
さ
ん
は
︑
三
股
西
小
で
教
師

の
経
験
が
あ
り﹁
世
界
に
飛
び
出

し
︑
そ
こ
で
実
際
に
見
て
感
じ
た

多
く
の
こ
と
を
︑
帰
国
後
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
﹂
と
︑昨
年
の
春
志
願
し
︑見

事
合
格
︒

長
野
県
で
約
70
日
間
の
派
遣
前

研
修
を
行
い
︑７
月
23
日
に
現
地

に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
︒現
地

で
は
︑
エ
ス
チ
ュ
エ
ー
ル
州
ア
カ

デ
ミ
ー
局
が
管
轄
す
る
小
学
校
16

校
を
巡
回
し
︑
子
ど
も
た
ち
の
基

礎
的
な
算
数
能
力
の
向
上
を
目
指

し
︑
四
則
計
算
の
指
導
法
の
紹
介

や
授
業
を
行
い
ま
す
︒派
遣
期
間

は
︑２
年
間
の
予
定
で
す
︒

町
と
し
て
２
期
目
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
１
人
が
７
月
１
日
に
着

任
し
ま
し
た
︒平
成
29
年
１
月
に

町
が
は
じ
め
て
委
嘱
し
た
１
期
目

︵
２
人
︶に
続
い
て
の
隊
員
と
な
り

ま
す
︒任
期
は
最
長
３
年
間
で
︑町

の
非
常
勤
特
別
職
と
し
て
︑
本
町

の
さ
ら
な
る
魅
力
化
に
取
り
組
み

ま
す
︒着
任
し
た
の
は
︑
埼
玉
県

蕨わ
ら
び

市し

か
ら
本
町
に
移
住
す
る
江え

森も
り

聡さ
と
しさ

ん
︒江
森
さ
ん
は
︑
今
年
１

月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た﹁
移
住

相
談
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集

イ
ベ
ン
ト
﹂で
︑本
町
の
自
然
や
ま

ち
づ
く
り
に
魅
力
を
感
じ
︑
協
力

隊
へ
応
募
︒
ド
イ
ツ
で
15
年
ほ
ど

の
海
外
勤
務
経
験

が
あ
り
︑
そ
の
貴

重
な
経
験
を
生
か

し
︑
本
町
の
観
光

や
物
産
の
振
興
に

取
り
組
み
ま
す
︒

地
域
お
こ
し
協
力
隊

江
森
聡
さ
ん
が
着
任

６
月
22
日
︑Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ま

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
総
合
ク
ラ
ブ
が
︑

町
中
央
公
民
館
で
小
学
校
上
学
年

を
対
象
に
土
曜
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

︵
全
９
回
開
催
︶
を
開
講
し
ま
し

た
︒こ
れ
は
︑学
校
で
は
学
べ
な
い

体
験
活
動
を
通
し
て
︑
郷
土
愛
を

育
み
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
こ
と
が
目
的
で
す
︒
こ
の
日

は
︑
都
城
市
在
住
の
永な

が

岩い
わ

俊し
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
が
︑簡
単
に
覚
え
ら
れ
︑す
ぐ

に
実
践
で
き
る
手
品
を
わ
か
り
や

す
く
指
導
︒子
ど
も
た
ち
は
身
近

な
素
材
を
使
っ
た
あ
っ
と
驚
く
手

品
を
覚
え
る
と
︑
参
加
者
同
士
で

披
露
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
︒

土
曜
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

み
ん
な
で
マ
ジ
ッ
ク
体
験

三
股
町
の
夏
を
満
喫
！

「
夏
の
や
ま
め
祭
り
」開
催

６
月
14
～
16
日
︑
町
武
道
体
育

館
で
︑﹁
み
ま
た
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ

ア
２
０
１
９　

つ
く
り
び
と
の
カ

タ
チ(

み
ま
た
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
主
催
：
山や

ま

下し
た

盛も
り

親ち
か

実
行
委
員
長
︑
他
６
人
︶﹂
が
︑
開

催
さ
れ
ま
し
た
︒こ
れ
は
︑手
作
り

工
芸
品
の
良
さ
を
多
く
の
人
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
︑
本
町
商
工

業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
︒

今
回
は
︑
町
内
12
店
を
含
む
62

店
が
県
内
外
か
ら
参
加
︒陶
芸
︑藍

染
め
︑木
工
家
具
︑
ガ
ラ
ス
︑革
製

品
な
ど
の
工
芸
品
の
展
示
・
販
売

が
行
わ
れ
︑
１
万
９
千
人
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
︒会
場
内
で

は
︑
数
々
の
卓
越
し
た
職
人
技
を

前
に
︑
詰
め
掛
け
た
来
場
者
か
ら

は
感
嘆
の
声
が
も
れ
て
い
ま
し
た
︒

敷
地
内
に
は
町
商
工
会
に
所
属

す
る
６
店
舗
の
味
が
楽
し
め
る

﹁
み
ま
た
う
ま
い
も
ん
コ
ー
ナ
ー
﹂

も
併
設
︒地
場
産
品
を
用
い
た
料

理
︑
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
に

誘
わ
れ
て
集
ま
っ
た
来
場
者
は
︑

地
元
の
味
に
舌し

た

鼓つ
づ
みを
打
ち
ま
し
た
︒

ま
た
︑
三
股
駅
多
目
的
ホ
ー
ル

﹁
Ｍ
★
う
ぃ
ん
ぐ
﹂
で
は
︑﹁
思
い

の
カ
タ
チ
﹂
と
し
て
町
文
化
協
会

会
員
に
よ
る
木
目
込
み
人
形
な
ど

の
作
品
を
展
示
︒　

町
物
産
館﹁
よ
か
も
ん
や
﹂
で

は
︑
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
な
ど

を
販
売
す
る﹁
Ｍ

み

ま

た

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｍマ

ー

ケ

ッ

ト

Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
﹂
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
︒同
フ
ェ
ア
の
盛
り
上
げ
を

後
押
し
し
ま
し
た
︒

フ
ェ
ア
前
日
に
は
︑
町
内
４
つ

の
小
学
校
で
工
芸
家
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
︒子
ど
も
た
ち

は
︑匠
の
技
を
肌
で
感
じ
︑真
剣
な

表
情
で
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
︒

みまたモノづくりフェア 

〜つくりびとのカタチ〜

2019

野の

口ぐ
ち

真ま

優ゆ
う

さ
ん

（
勝
岡
小
４
年
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者

「
草
木
染
め
を
体
験
し
ま

し
た
。
ハ
ン
カ
チ
を
広
げ

て
み
る
と
、
思
い
が
け

な
い
き
れ
い
な
模
様
に

驚
き
ま
し
た
。」
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お知らせ Mimata Information

もっている人のための基本的な研修で、
介護未経験の人でも無理なく学ぶこと
ができます。

企業などで定年退職を予定している
人、中高年齢者や子育て中または子育
てが一段落した人、家族の介護をして
いる人または、予定している人、ぜひ学
んでみませんか？
※�この講座は、豊心福祉学園が県から

委託を受けて実施します。
■�内容＝介護の基礎知識と技術の習

得から認知症の理解など介護につ
いて最低限の知識と技術を学ぶこ
とができる内容

■�対象＝介護未経験者者で介護に興
味のある人

※�実際に介護の職場で働いている人は
対象外です。

■�日程＝９月６日（金）、13日（金）、20
日（金）、30日（月）

■�時間＝午前９時～午後４時（お昼の
休憩あり）

■�受講料、テキスト代＝無料
■�開催場所＝豊心福祉学園（都城市安

久町4966番地５）
■�募集人数＝30人（先着順）
■�申込期限＝９月４日（水）
■�お申し込み・お問い合わせ＝

㈳豊の里　豊心福祉学園
☎39－6951

※�受付時間は平日の午前８時30分から
午後５時15分までです。

町では、令和２年１月５日（日）実施
予定の成人式の企画・運営を行う実行
委員を募集しています。自分たちの手
で心に残る成人式をつくってみません
か。性別は問いません。やる気のある皆
さんの応募をお待ちしています。

【募集内容】
■�募集人数＝10人程度
■�年齢＝令和２年４月１日までに20

歳になる人と19歳になる人
■�活動内容＝①10月から夜間に数回

集まり、成人式の企画・運営などを
話し合います（会議の日は実行委員
の都合を考慮して決定します）。
②参加者の中心となって、当日の式
典運営を行います

■�募集締切＝９月６日（金）
■�お申し込み・お問い合わせ＝

町教育委員会 教育課 生涯学習係
☎52－9311

町内でサトイモ疫病の発生が危ぶま
れています。疫病のまん延を防ぐため、
自分の「ほ場」をご確認いただき、農薬
散布などで対策してください。

県と町農業振興対策協議会は、本年
度もサトイモ疫病対策の支援事業を実
施します。内容は、サトイモ疫病に効果
が期待される農薬について、散布実績
に基づき購入への補助を行うというも
のです。

補助金を希望する人は、期限までに
申請書などの提出をお願いします。
■�補助対象農薬など（１月以降に購入し

た次の資材で、令和元年作付のサトイ
モ疾病防除に使用するものに限る）＝
①ジーファイン水和剤（予防剤）
※申請には、必ず購入・散布が条件です。
②��アミスター 20フロアブル（発生初

期の治療剤）同一「ほ場」に最大３
回まで散布してください。

③スカッシュ（展着剤）

④亜リン酸資材
⑤残さ分解資材
⑥�ベンレートＴ水和剤20・トップジ

ンＭ水和剤（種芋消毒用）
■�申請期限＝11月29日（金）まで
■�助成内容＝補助対象経費は10㌃当

たり１万8,000円（税抜き）を上限と
し、県から対象経費の６分の１以内、
町農業振興対策協議会から同じく
６分の１以内の金額を上限に補助
します。

■�申請に必要なもの=
・ 申請書（様式第1号）
・ サトイモ疫病対策チェックリスト

（様式第２号）
・ �農薬などの購入伝票（領収済みであ

ることが確認できるもの）の写しま
たは領収証（ レシート可）の写し

・補助金入金用の預金通帳
※�町農業振興対策協議会事務局で把握

している、サトイモを栽培している
人には、７月初旬に申請書などを郵
送しました。案内が届いていない人、
ご不明な点などはお問い合わせくだ
さい。

■�お問い合わせ・申請窓口＝
町農業振興対策協議会事務局

（農業振興課 農政企画係）
☎52－9086

■寄付者一覧
令和元年6月1日から6月30日まで
社会福祉法人　三股町社会福祉協議会
●忌明寄付

●一般寄付………………… 該当なし

県では、夏休みなどで家族や友だち
とのふれあいの機会が多い８月を「人
権啓発強調月間」と定め、全市町村とと
もに人権啓発に取り組んでいます。

この機会に、学校、家庭や地域で、人
権尊重の大切さや思いやりについて話
し合ってみませんか？
■お問い合わせ＝

教育委員会 教育課 生涯学習係
☎52－9311

国が実施する全国瞬時警報システム
（Jアラート）の第２回全国一斉情報伝
達訓練に合わせて、本町でも情報伝達
試験を実施します。

町内各所に設置している防災行政用
無線のスピーカーから、次の日程で音
声が一斉に流れます。ご理解とご協力
をお願いします。
■日時＝８月28日（水）午前11時ごろ
■�試験放送=防災行政無線（広報塔）を

使用。
■�放送内容＝コールサイン（１回鳴ら

します）→「これは、Jアラートのテ
ストです」（３回鳴らします）→下り
チャイム（１回鳴らします）

※�全国瞬時警報システム（Jアラート）
は、国が人工衛星を使って町の防災行
政無線を直接起動させて、緊急事態の
情報をお知らせするシステムです。

※�災害発生や気象状況によっては、情
報伝達試験を中止する場合がありま
す。中止する場合は、防災行政用無線
でお知らせします。

■お問い合わせ＝
総務課 危機管理係
☎52－1110

町商工会商業部会では、町内事業者
の活性化や「もろかた弁」の魅力を発
信するため、「もろかた弁」をテーマに
したフォトコンテストを行い、入賞作
品を掲載した「令和２年 カレンダー

（クーポン付き）」を作成します。たく
さんのご応募をお待ちしています。

■�募集する写真の内容＝テーマ（もろ
かた弁）に合った写真をご応募くだ
さい。
例：�おいげんおかた（意味：俺の奥さ

ん）、またがんそ（意味：さよなら）
※�その他テーマについては、町商工会

の公式サイトでご確認ください。
■�サイズ＝縦向きで400万画素以上２

メガバイト程度のデジタル作品
■�応募作品＝自作品で未発表のもの

に限る
■応募締切＝８月31日（土）まで
■�応募方法＝応募票（町商工会の公式

サイトからダウンロード可能）に必
要事項を記入して、デジタル作品が
保存されたメディア（ＣＤ-Ｒなど）
を郵送、または窓口に直接ご応募く
ださい。

　※１人何点でも応募できます。
■�審査方法＝町商工会商業部会役員

会にて協議後、決定します。※入賞
作品（12作品）には記念品を贈呈し

ます。
■�その他＝「令和２年 カレンダー」に

はカレンダー下部に有料（掲載料１
枠5,000円）でクーポンを掲載しま
すので、希望する事業者は町商工会
までご連絡ください。

■お問い合わせ・提出先＝
三股町商工会（〒889－1901 三股町大
字樺山4421番地22）
☎52－2226

 町では毎年、町の文化の向上・発展
に多大な貢献があり、学術・芸術・技
術・体育の各部門の功績が特に著しい
個人や団体を表彰しています。

今年も11月３日（日曜・祝日）の文化
の日に表彰式を開催するため、選考準
備を進めています。

対象者の年齢は問いません。各部門
において、皆さんの周りで素晴らしい
功績を挙げた人や団体がいましたら、
ぜひ推薦してください。
■�表彰の種類＝文化賞、功労賞
■�対象部門＝学術・芸術・技術・体育の

４部門
■�表彰範囲＝町内在住者、出身者や縁

故者のほか、町内所在の団体
■�選考方法＝「文化賞等選考審査会」

での審査
■�表彰式日程＝11月３日（日曜・祝日）

文化の日
■�推薦書の提出先＝町立文化会館
※推薦書用紙は町立文化会館にあります
■�提出期限＝８月31日（土）
■�問い合わせは＝

町立文化会館　☎51－3462

この講座は、４日間で介護に興味を

愛のご寄付

８月は人権啓発強調
月間です

国瞬時警報システ
ム（Jアラート）の
全国一斉情報伝達
試験を実施します

全

ろかた弁フォトカ
レンダー（クーポ
ン付き）」に掲載す
る写真を募集して
います！

も

文化賞・功労賞の候
補者や団体をご推
薦ください

介護未経験者向けの
入門的研修の受講
生を募集します

三股町成人式の実行
委員を募集してい
ます

サトイモ疫病対策に
係る支援事業を行
います

（
今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

才
さい

田
た

優 子 母 草留君
きみ

江
え

97 東原 3万円

藏 元 富
とみ

男
お

母 ツル子 89 中米 3万円

瀬 尾 悦
えつ

郎
ろう

父 忠男 89 仲町 5万円

中 村 和 男 父 春男 92 今市 3万円

今 村 直 樹 母 フヂ子 96 花見原 3万円

西村トキエ 夫 芳
よし

照
てる

90 大鷺巣 3万円

長
なが

嶺
みね

ひろ子 夫 匠
しょう

一
いち

72 高畑 3万円
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